
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月９日（月）～１３日（金）の１週間、「フリー・ユニフォーム・ウィーク（FUW）」を実施しました。

生徒がルールを決め、自己指導力を伸ばすことを目的とした取り組みでしたが、生徒は私服での学校生活を

楽しんでくれたようでした。では、「フリー・ユニフォーム・ウィーク（FUW）」について、「今後も取り組

みを行うべきか」「私服を選ぶときに気を付けたことはあるか」、生徒にインタビューしましたのでお読みく

ださい。 

１－１ HK 

 自由服での登校を今後も行ってほしいと思います。その人

の個性が見えて楽しいからです。服を選ぶとき、人に見せて

いいと思う服を選びました。 

１－２ AR KR KS MR KY WY 

 フリー・ユニフォーム・ウィークをまたやってほしいです。

個人の意見を尊重できてよいからです。服を選ぶときは、汚

れてもよい服や友達とお揃いの服を選びました。 

２－２ MH、KM ２－４ AS、MY 

 自由服の良さも制服の良さもよくわかりました。自由服は

個性的で学校の雰囲気が楽しくなるのでよいと思いました。そういう意味では継続してほしい。一方で制

服は考えなくてよいのでいいと思いました。そう考えるとフリー・ユニフォーム・ウィークはもういいかな

とも思います。私服を選ぶときは人と被らないことや動きやすいこと。さらに、おしゃれも考えました。 

２－３ UY、３－１OY 

 フリー・ユニフォーム・ウィークは継続すべきです。それぞれの個性が見えて多様性の時代にはマッチし

ていると思います。私服を選ぶときは常識的でマナーを守ることができる服を考えました。 

３－１ HS、FK、FM 

 フリー・ユニフォーム・ウィークは継続すべきです。

今までにないことで、個性があってよい取り組みだと思

いました。服装を選ぶときには、おしゃれに気を使って

友達とお揃いの服を選びました。 

３－１ UR、３－２ NH 

 この取り組みを継続してほしいです。一人ひとりの個

性が出て学校が明るくなりました。服を選ぶときは汚れ

にくい服を選びました。 

○ フリー・ユニフォーム・ウィークを通して  

 左に示したグラフは「自由服登校」つまり私服を着用

して登校した生徒の割合を示しています。初日は周りの様子を見たのでしょうか、自由服登校の生徒が 3割

程度でしたが 2 日目から増えていき、最終的には 5 日間のうち 1 回でも自由服登校をした生徒は 8 割を
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超えました。「フリー・ユニフォーム・ウィーク」のねらいは学校生活について自ら考え行動する力を伸ば

していくことにあります。もちろん、その力は教育活動の全てで伸ばすべきものですが、この週は特にそれ

にこだわった 1週間ということになります。半信半疑だった生徒からも、取り組みが終わるころには、「年

度内にもう一度取り組んでみたい」という声があがるようになりました。学校も時代の変化に応じて変わら

なくてはいけません。変化に対応できる臨機応変さを身に付けるためにも、一風変わった取り組みが学校に

は必要だと感じています。 

 

 

 左の表は今年度の全国学力・学習状況調査の正答

率です。全国学力・学習状況調査は本校の結果と県

や国の正答率を比べて一喜一憂するものではありま

せん。生徒が頑張ってくれた結果から授業改善の手

立てを見出すことが目的です。結果を受け国語と数

学でどのような授業改善を行うのか一部紹介します。 

○ 国語 

 ・「文章と図を結び付け、その関係を踏まえて内容

を解釈する」ことに課題が見られた。→これに対し

て、目的に応じて必要な情報に着目して解釈したり、場面と場面、文と図などを結び付けて内容を解釈させ

たりする授業を行う。 

○ 数学 

 「基本的な計算力は定着しているものの、活用力に関わる問題に対しては無回答率が高くなる等、計算力

や考え方の使い方の理解」に課題が見られた。→授業の中で、「どうやって解いたのか」といった解法だけ

でなく、「なぜそのように解いたのか」といった解法の根拠を問う場面を増やしていく。また、その場面で

は、数学的用語を使った数学的説明について意識させる。 

 

  

 

学校評価アンケートから（一部抜粋） 

  

 7月に実施した学校評価アンケート（生徒）の結果をお知らせします。学校生活について満足度の高い結

果になっているのはありがたいことです。これは、「縦割り清掃」や「ハートフルプロジェクト」等を通し

て、よりよい学校の在り方について生徒が主体的に考えてくれているあかしだと思います。今後も生徒のよ

りよい力が発揮できる学校をめざしていきます。 

 国語 数学 

七尾中 ６４．０％ ５６．０％ 

広島県 ５８．０％ ５２．０％ 

全国 ５８．１％ ５２．５％ 

アンケート内容 肯定的な回答率 

学校に行くのは楽しいですか ９０％ 

学校や社会のルールをも待っていますか ９６％ 

みんなで生活するのは楽しいですか ９７％ 

いじめや暴力はありませんか ９３％ 

自分には良いところがあると思いますか ９０％ 

自分の良さは周りに認められていますか ９０％ 

授業はわかりやすいですか ９３％ 

清掃活動にきちんととりくんでいますか ９７％ 

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について 

 国語と数学のみならず、全ての教科で授業改善を継続します。生徒が「じっくり考え」「はっきり表現

する」授業を実践します。 

ハートフルプロジェクト 


